
虫捕り遊び文化の研究 ; 掌の中の「自然」との向き合い方に着目して

  井上邦子 （奈良教育大学）

虫とは我々、特に子どもたちにとって蠱惑的である。魅力的でもあるが気持ち悪くもある。昆虫図鑑はあいかわらず

人気だが、児童学習帳の表紙からは一部姿を消した。五月蝿(うるさ)く、時に恐怖の対象でもあるけれども、蝉(うつく)

しい。捕まえ集め見つめ耳をすまし、玩(もてあそび)びたくなるものでもある。こうした相容れない感情が交錯する存在

というのは、実は<リアル>の象(かたち)かもしれない。すなわち虫は、直に掌に収まる <リアル>だといえる。虫と/で遊

ぶということはどういうことなのか。

我が国の遊びについて最も多くの事例を体系的に整理している増田 靖弘編『遊びの大事典』（1989東京書籍）

においてでさえ、虫にまつわる遊びについてほとんど記載がなされていない。本事典の別冊「実技編」には、「セミ捕り」

「虫の飼育」「クモを闘わせる」の事例は示されているものの、広範にわたるであろう事例のほんの一部にしか触れてい

ない。そこで本研究では「虫捕り」に着目し、虫と/で遊ぶことでどのように〈リアル〉な自然と向き合ってきたのかを考

察することで、遊びの本質の一端に迫りたい。

『万葉集』『源氏物語』にもみられるように日本では古来より虫を趣味の対象として楽しむという文化があったが、西

欧式博物学を基盤とした昆虫採集が伝来したのは幕末のことである。1867年（慶応2年）には第2回パリ万国博覧

会に、江戸幕府「虫捕御用」田中芳男によって昆虫標本が出品されている。明治期には三宅恒方編『初学昆虫採集

法』（1901）、池田半太『日曜の昆蟲採集』（1904）などがベストセラーとなり、子ども向け雑誌『少年世界』『明治

少女節用』などにも「科学的」な昆虫採集方法（主に標本の作り方）の特集記事が組まれるようになる。こうした標本

制作を前提とした昆虫採集はしだいに「模範的遊戯」と位置づけられ子どもたちに推奨されていった。特に第一次世

界大戦以降には「健康のために」昆虫採集を行うことが目的化され、子ども向け雑誌『少年昆蟲界』（1934）では

「昆蟲採集はスポーツである」と強調された。

子どもに昆虫採集を推奨する傾向は1958年（昭和33年）に学習指導要領内にその文言が消えるまで続くことに

なる。その後「虫の命を粗末にしない」という考え方のもと昆虫は「観察」の対象となっていくが、それでも昆虫標本は

1970年前後まで児童たちの夏休みの宿題の定番として生き残っていることが確認できる。それ以降は「虫の命」をめ

ぐる論争もあり昆虫標本も姿を消すと同時に、「昆虫」の形状の「気持ち悪さ」を訴える声も表面化する（2012年）。

ただし一方でセガのトレーディングカードゲーム「甲虫王者ムシキング」（2003年～）では虫のリアルな姿が描かれて

いることが特徴であり、男児を中心に流行を見せた。また動画サイト（YouTube）においても昆虫関連のチャンネル

（登録者数100万人超）で動画総再生回数６億7000万回超を記録する動画も存在するなど、虫のリアルなあり様へ

の関心は薄れてしまったとは言い難い（表２を参照）。

虫捕り遊びの実態を調査するために、2022年10月11～1８日にかけて、S社アンケートツールを用い無作為に日

本全国に居住する17１8名にアンケート調査を行った。調査対象者の内訳は以下のとおりである。

【質問項目】質問項目はⅰ）小学校時期を過ごした環境、 ⅱ）小学生の頃に虫類（カエル、ザリガニ等も含む）を、

捕虫網や素手で捕まえて遊んだことはあるか、またその虫の名前、 ⅲ）捕まえた後は、かご等に入れて飼育したか、

ⅳ）捕まえた虫を標本にしたことはあるか、どのような機会に標本にしたか、 ⅴ）昆虫を購入したことはあるか、また

その虫の名前、それを標本にしたか、 ⅵ）虫捕り遊びでやったことがある遊びについて、 ⅶ）虫捕り遊びの思い出

について、とした。

以上により、小学生の頃に虫類を捕まえて遊んだことがある経験は、若い世代（10代・20代）は比較的経験が少

ない傾向にあるが、それでも50％程度の人が経験があると回答している（図４）。ただし、それをかごに入れて飼育し

た経験はそのうちの半数以下にとどまり、特に高齢世代に経験が少ないことが分かった（図５）。一方それを標本にし

た経験については高齢世代が優位に多く、教科書などで昆虫標本を推奨していた時期に小学生であった年代と重

なっていることが分かる（図６）。

チャンネル名（概要）
チ ャ ン ネ ル 登
録者

動画再生数 動画数 最大再生回数動画名

おーちゃんねる
（魚釣りと昆虫の動画）

117万人 約6億7千万回 1,511
大量のスズメバチの中にカマキリを放り込んだら凄いことになった 
（約1001万回再生）

おろちんゆー
(そこら辺にいる生き物を捕まえて調理する）

100万人 約1億８千万回 127 名巨大ナマズを丸ごと焚火に放り込む料理 （約521万再生）

ひろりる
（大自然の中で、魚捕獲、水生昆虫採集、カブトム

シ採集、ビオトープ制作）
34.7万人 約1億9千万回 261

タカメ゙が冬眠しやすい様に飼育ケースを冬眠仕様にしてみた。 
（約2301万回再生）

かぶら
（日本中の生き物を捕獲） 22.6万人 約1億5千万回 1,101 日本のカエルや小魚をガサガサ  （約1301万回再生）

むし岡だいき
（昆虫採集・飼育の日々を発信） 10万人 約7千万回 457 人間が作り出した昆虫 （約 　480万回再生）

表２　再生回数の多い昆虫関連動画サイト一覧
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図４ 小学生の頃に虫類を捕まえて遊んだことがあるか 図５ 捕まえた後はかご等に入れて飼育したか 図６ 捕まえた虫を標本にしたことはあるか

虫捕り遊びはおそらく古くから子どもたちの間で最も身近な遊びのひとつとして行われてき

たと考えられるが、その実情は文献に記録されることなく、「遊び」の種として明確に認識され

てこなかった。唯一、大人が意図した「目的的」な虫捕り遊びについては、明治期以降「科学」

的な模範的遊戯として、また身体鍛錬や健康と結び付けられ推奨されたことは史実として確

認できた。しかしそうした教育の目的も、1970年代ごろから虫の命に対する倫理観の高まり

から、虫を「標本」から「観察」の対象へと変化させていった。

ただ今回の調査によって、教育における遊びの目的的利用や命に対する倫理観は、 （その

是非はともかくとして）虫と/で遊ぶ実態にさほど影響を及ぼすことなく、「グロテスクで気持ち

悪い」や「虫がかわいそう」という負の感情さえも「遊び」のエッセンスとして子どもを突き動か

している実態を確認することができた。本研究においては、これまでの研究で認識されてこな

かった虫捕り遊びの多様性を明らかにすることができたが、①虫捕り遊びに関する「記憶」の

アンケート調査に頼ったこと②15歳以下に十分にアンケートをとることができなかった③年代

別クロス集計などによりさらに詳細な分析が必要である、等が課題として残った。

なお、本研究は中山隼雄財団２０２１年度研究助成のご支援をいただいた。ここに記して、

関係者各位に心から謝辞を申し上げたい。

表3．虫捕り遊びの広がり 備考（事例）

捕る
探す
269

捕る探す178 セミ,バッタ,カブトムシ等

追う5 アリの行列,ギンヤンマの待ち伏せ

集める13

餌を仕掛けて10 木にスイカを置く

入れ物に入れる1 ダンゴムシを箱に入れる

抜け殻2 蝉の抜け殻集め

飼う73 飼育72 カブトムシ,テントウムシ,アリ,カイコ等

交換１ 友人と虫を交換

（暴力的に）試す
493

巣を破壊147 アリの巣を掘る,花火・爆竹を入れる,水
を入れる

体の一部72

羽をとる32 トンボ
脚をとる20
しっぽを切る7
触覚をとる12
くびを切る1

体274

踏む・つぶす25 アリ

過酷な環境に入れる217
・水22
・高熱-乾燥13
・塩180
・土2

加害29
・投げる1
・爆竹等23
・その他（風船等）5

解剖2 カエル
退治1 ワラジムシ

食
33

食べさせる
29

共食い6 トンボ

異種の虫-生き物22 ニワトリに食べさせる

植物1 トンボにツユクサを

食用として4 トノサマガエル,蝉,ザリガニ

競う
232

数4 捕る数を競う

力222 虫相撲;カブトムシ,クワガタ,ザリガニ,
カナブン,カマキリ

高さ2 バッタ,カエル
速さ2 カタツムリ
大きさ1
距離1

見る
61 観察61 自然の中で見る,巣作りの様子

感じる
81

触る20

丸める10 ダンゴムシを丸める

掌に入れる3

体にのせる2 自分の顔-足等に虫をのせる

虫をなでる・握る5 トカゲの尾を握る

連れ歩く6 筆箱に入れて授業中楽しむ

転写1 蝶の羽を取り糊付けした紙に

聴く１ 虫の音を聴く

動きを楽しむ53 

糸をつけて飛ばす27 トンボ,カブトムシ

目をまわす5 トンボ

重い物を引かせる3 カブトムシ

行動の邪魔をする7 アリの行列をふさぐ

餌を与えて観察4 アリにいろいろな餌を与える

その他7
部屋に蝶を放す,トンボを強く握り動か
なくしてブローチにする,網戸を登らせ
る,トンボのしっぽに花を挿す,ミノムシに
色紙を与えるなど

虫捕り遊びの多様性について言及するため、ⅵ）虫捕り遊びでやったことがある遊びについて整理したものを表３

（数値は今回のアンケート調査によって得られたのべ回答数）として示す。これによると、『遊び大辞典』であげられる

「採集」「飼育」「虫相撲」に留まらず、多様な遊びが現前していることが分かる。ロジェ・カイヨワの遊びの４分類に照

らし合わせても、「競争」に属する遊び（全体の約２０％）は確認できるものの、それ以外は４分類に当てはまらない。そ

れらの大半は、時に暴力的な介入をするなどして虫の体、動き、巣、習性の〈リアル〉に直接「触れ」感じることで遊び経

験をしていることが分かる。おそらくこうした経験の数々は、これまで「遊び」のカテゴリーに組み込まれることなく、人々

の日常の経験と記憶の中にだけ存在していたと考えられるが、今回の調査集計数をみると、これらが個人的な密かな

楽しみというより、ある程度子ども社会において認知された「遊び」として位置付けてもよさそうである。

こうした時に暴力的な介入によって直接的に虫と遊ぶやり方は年代による差はみられず、学習指導要領において虫

が観察の対象になった世代（６０歳代以下） や、「昆虫のリアルな姿＝気持ち悪い」という声が表面化した平成生まれ

世代にも見受けられた。すなわち虫との遊びが時に教育的意図を素通りするとともに、「虫＝気持ち悪い」という世間の

気運が直接遊びの排除と結びつくものではない可能性が示唆できる。

１．はじめに

２．虫捕り遊び文化の歴史

３．現前する虫捕り遊びの具体

４． おわりに

2022年3月9日時点

年代
出来事 虫捕り遊びに関する文献・新聞記事等

900 日本で「昆虫」という語が『菅家文草』にて初出　

18世紀 西欧貴族の間で昆虫採集。博物学の一端をささえる 増山正賢『虫豸帖』1731？　

1867
江戸

伊、独より昆虫採集伝来
田中芳男がナポレオン3世フランスからの要請により「虫捕御用」に
第2回パリ万国博覧会初めて日本が正式参加。昆虫採集標本展示

栗本丹洲（幕府高級医官）『千虫譜』1811

1868
明治

昆虫採集を奨励する動き　模範的遊戯（室外運動・害虫駆除にもなる）
皇室と昆虫採集とのつながり強調（皇孫らが昆虫採集を行った事例がた
びたび新聞報道）

三宅恒方『初学昆虫採集法』1901　
池田米太郎『日曜の昆虫採集』1904　
少女向け書『明治少女節用』1907→而して昆虫を採集して標本にすることは
極めて愉快なこと　
少年向け雑誌『少年世界』1909→昆虫採集は知育・徳育・体育を涵養　
雑誌『少年』1910～科学奨励のため昆虫採集の懸賞募集を特集

1912
大正

虫を捕る行為の効果を強調　健康に結び付けられる　
より「採集方法」「標本方法」に注目が集まる　
子どもに「科学的」な採集方法を紹介　
1917日本昆虫学会創設

『昆虫採集案内』1913　
『民衆娯楽百科全書』1922→昆虫採集を健康を保つため行うべし　
1926横山桐郎『蟲』（東京蟲乃會会）創刊→ベストセラーへ　
東京虫の会、片山胖が『農業世界』（1926）で小学校で青酸カリを分けても
らって標本作成するように指導

1926
昭和戦
前

昆虫採集が大流行、教育界にも定着　
昆虫標本熱高まる　
昆虫採集は「身体を丈夫に」さらに強調　
昆虫採集はスポーツである　
「昆蟲趣味の會」から「少年昆蟲趣味の會」が派生
生態写真が普及　夏休みの学習として定着

ファーブル昆虫記（1878～1910まで出版）　
下泉重吉「理科教育に於ける簡易なる昆蟲飼育法」『小学校：初等教育研究雑
誌』45（5）1928　
関原吉雄「夏休みと理科教育」『小学校：初等教育研究雑誌』45（5）1928夏
休みの理科学習の一つとして昆虫採集を紹介　
『少年昆蟲界』創刊1934→昆蟲採集はスポーツ　伊豆大島にて少年団「夏の
村」が昆虫採集1937

1945
昭和戦
後

戦後初めての学習指導要領（試案）昆虫採集を奨励→1958（S33）文言
が消える。ただし、1960年代ごろまでは夏休みの自由研究の代名詞
虫を殺す＝殺生・かわいそうという機運の強まる　1970年～昆虫は「採集」
ではなく「観察」の対象に　
1970ジャポニカ学習帳表紙　昆虫開始　
1970年代後半　夏休みの宿題から昆虫採集消滅

昭和22（1947）H・ヘッセ『少年の日の思い出』教科書に採用
夏休み宿題のために都会の子をバスで昆虫採集教室につれていくサービス
（1967朝日新聞0818）　
宮下正美『現代ママの100の質問』1963　虫に残忍なことをする男児の母の悩
み相談　
東京動物園協会鎌奥哲男「昆虫採集　網でとるよりカメラでとれ　乱獲の果てに
絶滅」（1969朝日新聞0717）

1989
平成

昆虫採集における「科学」VS「感情論（かわいそう・減る）」論争　
2003セガ「甲虫王者ムシキング」ブーム→まんがアニメ化　リアルな虫の
姿がカードに　
昆虫＝気持ち悪いの声、大きく　2012ジャポニカ学習帳表紙から昆虫の写
真が消える→2020年に表紙に昆虫復活

『昆虫採集学』（馬場金太郎ほか）九州大学出版会1991　昆虫採集の有益性
→狩りの楽しみ収集だけの楽しみで昆虫を採集する行為は昆虫採集学には含ま
れない

2019
令和

2020任天堂スイッチ「あつまれ動物の森」ブーム→ゲーム内で昆虫採集
しそれを販売（昆虫の生育環境などは不問）
昆虫の「気持ち悪さ」やグロテスク性も一部では支持　登録者数の多い動
画サイトYoutube昆虫関連動画

小学生用『図鑑』→昆虫は未だ人気

表１　日本における虫捕り遊びの変遷　

図１ 性別 図２ 年齢 図３ 居住区
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（3.0）
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				1867
江戸		伊、独より昆虫採集伝来
田中芳男がナポレオン3世フランスからの要請により「虫捕御用」に
第2回パリ万国博覧会初めて日本が正式参加。昆虫採集標本展示 イ ドク		栗本丹洲（幕府高級医官）『千虫譜』1811





				1868
明治		昆虫採集を奨励する動き　模範的遊戯（室外運動・害虫駆除にもなる）
皇室と昆虫採集とのつながり（昆虫採集を行った事例が新聞等で報道） モハンテキ ユウギ シツガイ ウンドウ ガイチュウクジョ		三宅恒方『初学昆虫採集法』1901　
池田米太郎『日曜の昆虫採集』1904　
少女向け書『明治少女節用』1907→而して昆虫を採集して標本にすることは極めて愉快なこと　
少年向け雑誌『少年世界』1909→昆虫採集は知育・徳育・体育を涵養　
雑誌『少年』1910～科学奨励のため昆虫採集の懸賞募集を特集











				1912
大正		虫を捕る行為の効果を強調　健康に結び付けられる　
より「採集方法」「標本方法」に注目が集まる　
子どもに「科学的」な採集方法を紹介　
1917日本昆虫学会創設		『昆虫採集案内』1913　
『民衆娯楽百科全書』1922→昆虫採集を健康を保つため行うべし　
1926横山桐郎『蟲』（東京蟲乃會会）創刊→ベストセラーへ　
東京虫の会、片山胖が『農業世界』（1926）で小学校で青酸カリを分けてもらって標本作成するように指導 コンチュウサイシュウ アンナイ コンチュウサイシュウ







				1926
昭和戦前 ショウワ センゼン		昆虫採集が大流行、教育界にも定着　
昆虫標本熱高まる　
昆虫採集は「身体を丈夫に」さらに強調　
昆虫採集はスポーツである　
「昆蟲趣味の會」から「少年昆蟲趣味の會」が派生
生態写真が普及　夏休みの学習として定着 キョウイクカイ テイチャク		ファーブル昆虫記（1878～1910まで出版）　
下泉重吉「理科教育に於ける簡易なる昆蟲飼育法」『小学校：初等教育研究雑誌』45（5）1928　
関原吉雄「夏休みと理科教育」『小学校：初等教育研究雑誌』45（5）1928夏休みの理科学習の一つとして昆虫採集を紹介　
「『少年昆蟲界』創刊1934→昆蟲採集はスポーツ　伊豆大島にて少年団「夏の村」が昆虫採集1937　











				1945
昭和戦後 ショウワ センゴ		戦後初めての学習指導要領（試案）昆虫採集を奨励→1958（S33）文言が消える。ただし、1960年代ごろまでは夏休みの自由研究の代名詞
虫を殺す＝殺生・かわいそうという機運の強まる　1970年～昆虫は「採集」ではなく「観察」の対象に　
1970ジャポニカ学習帳表紙　昆虫開始　
1970年代後半　夏休みの宿題から昆虫採集消滅　 ネンダイ		昭和22（1947）H・ヘッセ『少年の日の思い出』教科書に採用
夏休み宿題のために都会の子をバスで昆虫採集教室につれていくサービス（1967朝日新聞0818）　
宮下正美『現代ママの100の質問』1963　虫に残忍なことをする男児の母の悩み相談　
東京動物園協会鎌奥哲男「昆虫採集　網でとるよりカメラでとれ　乱獲の果てに絶滅」（1969朝日新聞0717） ザンニン ダンジ











				1989
平成 ヘイセイ		昆虫採集における「科学」VS「かいそう・減るという感情論」論争　
2003「甲虫王者ムシキング」ブーム　リアルな虫の姿がトレーディングカードに　
昆虫＝気持ち悪いの声、大きく　2012ジャポニカ学習帳表紙から昆虫の写真が消える→2020年に表紙に昆虫復活 コンチュウサイシュウ カガク ヘ カンジョウ ロン ロンソウ		『昆虫採集学』（馬場金太郎ほか）九州大学出版会1991　昆虫採集の有益性→狩りの楽しみ収集だけの楽しみで昆虫を採集する行為は昆虫採集学には含まれない

				2019
令和		2020任天堂スイッチ「あつまれ動物の森」ブーム　
ゲーム内で昆虫採集→販売へ　昆虫の生育環境などは不問　昆虫の「気持ち悪さ」やグロテスク性も一部では支持　登録者数の多い動画サイトYoutube昆虫関連動画 ニンテンドウ ドウブツ モリ ナイ コンチュウサイシュウ ハンバイ コンチュウ セイイク カンキョウ フモン		小学生用『図鑑』→昆虫は未だ人気 ショウガクセイヨウ ズカン コンチュウ イマ ニンキ













Sheet1

		日本虫捕り遊び年表　赤字；魚返「昆蟲採集論」を参考　※井上感想 イノウエ カンソウ

		900								「昆虫」初出菅家文草　日本国語大辞典　

		18世紀				西欧貴族の間で昆虫採集が起こったとされる。植物、貝殻、鳥などの採集とともに博物学をささえる		観察 カンサツ		1731？増山正賢『虫豸帖』（ちゅうちじょう）昆虫の図譜 マスヤマ マサカタ ムシ ジョウ コンチュウ ズフ

										1811栗本丹洲（幕府高級医官）『千虫譜』図に名称や解説が付され昆虫図鑑に近い（田中誠「昆虫標本製作に関する覚え書」BIOSTORY15誠文堂新光社2011.６.１） クリモト タン シュウ バクフ コウキュウ イカン セン ムシ フ ズ メイショウ カイセツ フ コンチュウズカン チカ タナカ マコト コンチュウヒョウホン セイサク カン オボ ガキ マコト ブン ドウ

		1867		江戸		イギリス人、ドイツ人により昆虫採集伝来

						田中芳男（信州飯田）がナポレオン3世フランスから要請をうけ、「虫捕御用」となる。														（田中が出品）

						第2回パリ万国博覧会初めて日本が正式参加。昆虫採集標本展示		採集 サイシュウ		1884朝日1129学事奨励品付与規則に従い文部省より各師範学校へ奨励品を付与　昆虫採集器

		1868		明治元年 ガンネン		昆虫採集を奨励する動き				1900朝日1022熱心なる昆虫採集家　新潟県の漢方医

				1895日清戦争 ニッシンセンソウ						1901朝日0604初学昆虫採集法　15銭（1902、0831広告あり）→国会図書館デジタルあり明治34年三宅恒方編東洋社　採集・保存・標本について少年にむけて記述　昆虫採集は遊戯　虫の命を大切に コッカイ トショカン メイジ ネン トウヨウ シャ サイシュウ ホゾン ヒョウホン ショウネン キジュツ コンチュウサイシュウ ユウギ ムシ イノチ タイセツ

				1904‐05日露戦争 ニチロ センソウ						1902.5（推定）芥川龍之介「実話昆虫採集記」芥川友人5人と昆虫採集に赴く スイテイ アクタガワ リュウノスケ ジツワ コンチュウ サイシュウ キ アクタガワ ユウジン ニン コンチュウ サイシュウ オモム

								採集＝除去 サイシュウ ジョキョ		1903朝日0706青すだれ　本年は虫類の発生が多く田畑を害する　児童を昆虫採集室外運動を兼ねて除去

										1903朝日0606昆虫採集日記　20銭

						※昆虫採集の推奨→これまでの子どもの蟲遊びには一切触れず スイショウ コ ムシアソ イッサイフ				1904.4.23＋5.2＋11.6朝日新聞記事広告「池田米太郎著日曜の昆虫採集　15銭

										1904.8伴水「児童の昆虫採集に就て」『東京孤児院月報』（54）残忍の情が増長 バン ミズ ジドウ コンチュウサイシュウ ツ トウキョウ コジイン ゲッポウ ザンニン ジョウ ゾウチョウ

										1904.4.23and5.2and11.6朝日新聞広告池田半太『日曜の昆蟲採集』15銭博文館 アサヒシンブン コウコク イケダ ハン タ ニチヨウ コン ムシ サイシュウ セン ハクブンカン

										1906.7.4朝日新聞記事「人と蟲」名和昆蟲研究所→拡大記事要確認 アサヒシンブンキジ ヒト ムシ ナワ コン ムシ ケンキュウショ カクダイ キジ ヨウ カクニン

										1907.6.24朝日新聞記事「昆虫採集の好時節」教育が実験を主とするようになったため昆虫採集 アサヒシンブン キジ コンチュウ サイシュウ ヨ ジセツ キョウイク ジッケン シュ コンチュウ サイシュウ

								標本 ヒョウホン		1907.9巌谷小波等編『明治少女節用』博文館　「昆虫」人の役に立つものもあるが多くは害をするもの→而して昆虫を採集して標本にすることは極めて愉快なこと、用具・標本作成 ゲン タニ コナミ トウ ヘン メイジ ショウジョ セツヨウ ハクブンカン コンチュウ ヒト ヤク タ オオ ガイ シカ コンチュウ サイシュウ ヒョウホン キワ ユカイ ヨウグ ヒョウホン サクセイ

										1909.3.12朝日新聞記事「子供倶楽部」模範的遊戯学校→昆虫採集 アサヒ シンブンキジ コドモ クラブ モハンテキ ユウギ ガッコウ コンチュウサイシュウ

										1909.（M42）04深谷若英（西ヶ原農事試験場昆虫部）「愉快なる昆虫採集」『少年世界』15（5）博文館　昆虫採集は知育・徳育・体育を涵養→昆虫採集を推奨　補虫網市販　昆虫の名前のつけ方などの記載はない フカヤ ワカ ヒデ ニシガハラ ノウジ シケンジョウ コンチュウブ ユカイ コンチュウ サイシュウ ショウネン セカイ ハクブンカン コンチュウサイシュウ チイク トクイク タイイク カンヨウ コンチュウサイシュウ スイショウ

										1910.2or3pr5（M43）第六回科学奨励「懸賞募集昆虫採集」『少年』（78）（79）（81）しき昆虫三種を募る ダイ6カイ カガクショウレイ ケンショウボシュウ コンチュウサイシュウ ショウネン コンチュウ サンシュ ツノ

										1910.8.31朝日新聞記事「三皇孫殿下御近状」昆蟲と野菜の採集　三殿下が学友と昆虫を採集して標本を作製 アサヒシンブンキジ サン コウソン デンカ ゴキンジョウ コン ムシ ヤサイ サイシュウ ミ デンカ ガクユウ コンチュウ サイシュウ ヒョウホン サクセイ

		1912		大正元年 ガンネン						1913.7.15朝日新聞広告「昆虫採集案内」興風社35銭 アサヒシンブン コウコク コンチュウサイシュウ アンナイ オコ カゼ シャ セン

						※採集方法に注目が集まる？標本方法 サイシュウホウホウ チュウモク アツ ヒョウホン ホウホウ				1913.829朝日新聞記事「昆虫採集から溺死」 アサヒシンブンキジ コンチュウサイシュウ デキシ

				1914‐18第一次世界大戦 ダイイチジ セカイタイセン						1915.7.8朝日新聞記事「矢野宗幹『昆蟲採集法』銀座書房38銭　採集方法・標本製作法等を記載 アサヒシンブンキジ ヤノ ムネ ミキ コン ムシ サイシュウ ホウ ギンザ ショボウ セン サイシュウホウホウ ヒョウホン セイサクホウ トウ キサイ

										1917.7.4朝日新聞記事「採集胴ラン（旧漢字）を肩にして」昆蟲採集理学博士石川千代松談

						1917日本昆虫学会創設 ニホンコンチュウ ガッカイ ソウセツ		虫を捕る行為（身体の動き）の効果 ムシ ト コウイ シンタイ ウゴ コウカ		1922民衆娯楽百科全書「こんちゆうさいしふ」益虫を殺すが害虫も駆除。健康を保つため行うべし。採集用器具、採集方法、保存法、



						※健康との結びつけ、ただなぜ健康に良いのかは？ ケンコウ ムス ケンコウ ヨ

		1926								1926.9　東京虫の会片山胖（ゆたか？）「昆蟲採集」『農業世界』21（11）博友社　虫の取り方・殺し方（青酸カリを小学校で少し分けてもらえばいい）標本作成法・虫のなづけについてはほとんど語らず トウキョウムシ カイ カタヤマ コン ムシ サイシュウ ノウギョウセカイ ヒロシ トモ シャ ムシ ト カタ コロ カタ セイサン ショウガッコウ スコ ワ ヒョウホンサクセイホウ ムシ カタ

						※東京虫の会の創設はいつ？ トウキョウムシ カイ ソウセツ				横山桐郎『蟲』（東京蟲乃會会）創刊（大正15年1926）



		1926		昭和元年（12月25日～） ガンネン ガツ ニチ						ファーブル昆虫記（1878～1910まで出版）刊行→昭和期に本格化

						昆虫採集に対し異常ともいえる関心の高まり。「虫屋」と呼ばれる人々が量産。				1928下泉重吉（東京高等師範学校助教授）「「理科教育に於ける簡易なる昆蟲飼育法」『小学校：初等教育研究雑誌』45（5） シモイズミ ジュウキチ トウキョウ コウトウ シハン ガッコウ ジョキョウジュ リカ キョウイク オ カンイ コン ムシ シイクホウ ショウガッコウ ショトウ キョウイク ケンキュウ ザッシ

										1928関原吉雄（鹿島高等師範訓導）「夏休みと理科教育」『小学校：初等教育研究雑誌』45（5）夏休みの理科学習の一つとして昆虫採集を紹介。 セキハラ ヨシオ カシマ コウトウシハン クンドウ ナツヤス リカキョウイク ナツヤス リカガクシュウ ヒト コンチュウ サイシュウ ショウカイ

										1933（S8）5.28朝日新聞記事「初夏が来た！虫取りに行きませう」「虫の世界を知る上で面白い」「身体の健康にも極良い」採集方法・標本作り方 アサヒシンブン キジ ショカ キ ムシト イ ムシ セカイ シ ウエ オモシロ シンタイ ケンコウ ゴク ヨ サイシュウホウホウ ヒョウホン ツク カタ

						生態写真が普及				1935.7.25朝日新聞記事「夏の昆虫採集」身体を丈夫にするために野山に行って自然に親しみ、観察力の養成にもなる、採集用具・注意・蟲の処理法 アサヒシンブン キジ ナツ コンチュウサイシュウ シンタイ ジョウブ ノヤマ イ シゼン シタ カンサツリョク ヨウセイ サイシュウヨウグ チュウイ ムシ ショリホウ

										1936.8名和正（名和昆虫研究所工藝部主任）「昆虫採集用として青酸加里の代用薬」『科学画報』25（8）採集後の標本製作に際しての青酸カリと代用薬、補虫法なし ナワ タダシ ナワ コンチュウケンキュウショ コウゲイブ シュニン コンチュウサイシュウヨウ セイサン クワ サト ダイヨウ クスリ カガク ガホウ サイシュウゴ ヒョウホン セイサク サイ セイサン ダイヨウ ヤク ホチュウ ホウ

										横山桐郎「蟲」ベストセラー 大正15年 タイショウ ネン

		1934		昭和9年		加藤正世『少年昆蟲界』大人でも昆虫に理解のある人はほとんどなかった　子供隠れるように捕虫網をもって隠れるように				昭和8（1933）加藤正世『昆蟲界』（昆蟲趣味の會）創刊→昆虫採集が「趣味」の時代に

										昭和9（1934）昆蟲趣味の會から少年昆蟲趣味の會が生まれ『少年昆蟲界』創刊→昆蟲採集はスポーツ

										エログロと昆蟲とのかかわり

										1933標本の作り方　産地、最終月日、採集者名を記載、そうしなければ標本として値打ちがない

										1935朝日1215青酸加里の流行　友を追うて自殺　罪な昆虫採集用の薬品　

										1937朝日0218昆虫の墓　子どもたちが虫に薬液を注射しているのを見るとかわいそうな気がしてならない　残忍性　優しい民族性を損ずる　昆虫採集の指導に当たられる教師および父兄に御一考願いたい※0220に続編

										1937朝日0220　児童は真剣に採集を行っている　学問的背景がある　

										1937朝日0701第14回東京連合少年団主催夏の村　大島　昆虫採集　7月23日～5日間

										1937朝日0712夏の昆虫採集　大町文衛博士の話　昆虫採集したらやたら殺したり捨てたりしないで立派な標本にしたり飼育したりして研究してください

										1937朝日0715昆虫採集と飼育　平山修次郎講演会

										1937朝日0720三原山で交〇会　少年団「夏の村」昆虫採集　伊豆大島

										1937朝日0731児童に読書の習慣、夏休み利用の道　昆虫を採集し調べさせる

										1939朝日0724・0725昆虫の採集・立派な標本に作り上げませう（夏休みの欄）

				1939‐45第2次世界大戦 ダイ ジセカイタイセン						1940朝日0912昆虫採集用具　子どもに教育指導するもの

		1945

				昭和20年 ショウワ ネン

						戦後初めての学習指導要領（試案）「貝がら・石・虫・その他の小動物や植物などを採集すること、集めたものを順序よく分類整理すること、観察し、その記録をとること」学校教育において奨励 サイシュウ

						昭和22（1947）ヘルマン・ヘッセ『少年の日の思い出』教科書に採用現在に至る

										1948　日本国語大辞典　「昆虫採集」「昔の店」（原民喜）→昆虫採集の初出年ではない

						昭和33年（1958）、学習指導要領から昆虫採集を奨励する文言が消える。ただ、昭和30年後半ごろまでは夏休みの自由研究の代名詞であり続け、百貨店には標本を取りそろえた昆虫用品売り場がみられる				1952朝日真夏のコン虫採集　遠出せずに出来る　よく活動状況を観察せよ（夏休みの昆虫採集の勉強：写真　中学校にて）夏休みの自由研究に昆虫採集が非常な数をしめる



						※命あるものの殺生はかわいそう→気持ち悪いという感情からではない				1963宮下正美『現代ママの100の質問』実業之日本社　残忍なことを平気でやる　虫の足をとったり羽をもぐ男の子の母の悩み相談 ミヤシタ マサミ ゲンダイ シツモン ジツギョウ ノ ザンニン ヘイキ ムシ アシ ハネ オトコ コ ハハ ナヤ ソウダン

										1965朝日0828シベリア昆虫採集をしてきた調査隊隊長木暮翠について

										1967朝日0818商魂の甘いサービス　夏休み宿題のラストスパートのために都会の子をバスで昆虫採集教室につれていくサービス

										1967朝日0823都会っ子のこん虫採集　自然の姿に喜びの声　実物を初めて見る子も→つかまえ飼育観察、死んだら標本に

										1969朝日0811天声人語　都会から昆虫がいなくなっている　虫はデパートに　農薬のせい

						※むやみに昆虫をとるな				1969朝日0717　昆虫採集　網でとるよりカメラでとれ　乱獲の果てに絶滅（東京動物園協会　鎌奥哲男）

						昭和46年（1971）、昆虫は「採集」ではなく「観察」の対象に。保護運動（採集したら減るという間違った考え方、昆虫を採ったらかわいそうという考え方）と福田が指摘

										1977朝日0819　採集　昆虫採集は夏休みの宿題からなくなったのはもう大分前　採集は殺生だという決めつける風潮



										1982　朝日新聞8/14（？要確認）オオクワガタ1匹5万円　販売者・昆虫学者コメント　9/20　「珍種飛び入り昆虫マニア展」ヒマラヤの蝶20万円など

										1984昆虫採集と開発（奥本大三郎）無益ではない虫捕り、生息環境悪化こそ問題

										1985朝日0527趣味のムシオサムシ5000匹墨田区会社員

		1991				昆虫採集を学問として位置付けようとする『昆虫採集学』（馬場金太郎ほか）九州大学出版会　昆虫採集の有益性→狩りの楽しみ収集だけの楽しみで昆虫を採集する行為は昆虫採集学には含まれない				1991朝日0407昆虫採集の復権へ　日本昆虫協会設立　本当の意味で自然を知り、愛着を持つには虫を捕って手触りやにおいを知ることが大切　少々採集したぐらいで絶滅しないので自由に採集させることを主張　全国1100人の会員がすでに集まっている　









						昆虫採集を肯定するときに「科学」　否定されるときには「減る」「かわいそう」すなわち、科学を根拠　感情論

						新聞4コマ漫画　漫画サザエさんなど





						※昆虫＝気持ち悪い				2012ジャポニカ学習帳表紙から昆虫の写真が消える　「娘が昆虫写真が嫌でノートを持てないと言っている」1970年から続いていた昆虫表紙当時は人気
　　「授業で使うとき、表紙だと閉じることもできないので困る」など保護者や教師の声から　この10年ほど前から声が寄せられていた→2020年に表紙に昆虫復活



						昆虫の姿そのものをグロテスクに感じるのは、昆虫を「もてあそぶ」（羽をむしる・足をもぐ）ことをしてこなかったのか？





Sheet1 (2)

		日本における虫捕り遊びの変遷　 ヘンセン

		年代 ネンダイ		出来事 デキゴト		虫捕り遊びに関する文献・新聞記事等 ムシト アソ カン ブンケン シンブンキジ トウ

		900				日本で「昆虫」という語が『菅家文草』にて初出　 ニホン ゴ ショシュツ

		18世紀		西欧貴族の間で昆虫採集。博物学の一端をささえる イッタン		増山正賢『虫豸帖』1731？　 マスヤマ マサカタ ムシ ジョウ

		1867江戸		イギリス人、ドイツ人により昆虫採集伝来田中芳男（信州飯田藩）がナポレオン3世フランスから要請をうけ、「虫捕御用」となる。第2回パリ万国博覧会初めて日本が正式参加。昆虫採集標本展示		栗本丹洲（幕府高級医官）『千虫譜』1811





		1868明治		昆虫採集を奨励する動き、模範的遊戯（室外運動・害虫駆除にもなる）皇室と昆虫採集とのつながり（昆虫採集を行った事例が新聞等で報道） モハンテキ ユウギ シツガイ ウンドウ ガイチュウクジョ		三宅恒方『初学昆虫採集法』1901→昆虫採集は遊戯　虫の命を大切に　『昆虫採集日記』1903　池田米太郎『日曜の昆虫採集』1904　少女向け書『明治少女節用』1907→而して昆虫を採集して標本にすることは極めて愉快なこと　少年向け雑誌『少年世界』1909→昆虫採集は知育・徳育・体育を涵養　雑誌『少年』1910～科学奨励のため昆虫採集の懸賞募集を特集 コンチュウサイシュウ ユウギ ムシ イノチ タイセツ











		1912大正		虫を捕る行為の効果を強調　健康に結び付けられる　より「採集方法」「標本方法」に注目が集まる　子どもに「科学的」な採集方法を紹介　1917日本昆虫学会創設		「昆虫採集案内」1913　『民衆娯楽百科全書』1922→健康を保つため行うべし　1926横山桐郎『蟲』（東京蟲乃會会）創刊→ベストセラーへ　東京虫の会、片山胖が『農業世界』（1926）で小学校で青酸カリを分けてもらって標本作成するように指導 コンチュウサイシュウ アンナイ







		1926昭和 ショウワ		昆虫採集が大流行、教育界にも定着　昆虫標本熱の高まり　昆虫採集は「身体を丈夫に」さらに強調　昆虫採集はスポーツである　生態写真が普及　夏休みの学習として定着 キョウイクカイ テイチャク		ファーブル昆虫記（1878～1910まで出版）刊行　下泉重吉「理科教育に於ける簡易なる昆蟲飼育法」『小学校：初等教育研究雑誌』45（5）1928　関原吉雄「夏休みと理科教育」『小学校：初等教育研究雑誌』45（5）1928夏休みの理科学習の一つとして昆虫採集を紹介　「昆蟲趣味の會」から「少年昆蟲趣味の會」が派生『少年昆蟲界』創刊1934→昆蟲採集はスポーツ　伊豆大島にて少年団「夏の村」が昆虫採集1937　











		1945(S20 )戦後 センゴ		戦後初めての学習指導要領（試案）「貝がら・石・虫・その他の小動物や植物などを採集すること、集めたものを順序よく分類整理すること、観察し、その記録をとること」学校教育において奨励　1958学習指導要領から昆虫採集を奨励する文言が消える。ただし、昭和30年後半ごろまでは夏休みの自由研究の代名詞百貨店には標本を取りそろえた昆虫用品売り場がみられる　「虫の命」重視。虫を殺す＝殺生・かわいそうという機運の強まるか→気持ち悪いという感情からではない　1970年～昆虫は「採集」ではなく「観察」の対象に　1970　ジャポニカ学習帳表紙　昆虫開始　※夏休みの宿題から昆虫採集消滅　1970年代後半		昭和22（1947）ヘルマン・ヘッセ『少年の日の思い出』教科書に採用現在に至る　夏休み宿題のラストスパートのために都会の子をバスで昆虫採集教室につれていくサービス（1967朝日新聞0818）　1963宮下正美『現代ママの100の質問』実業之日本社　残忍なことを平気でやる　虫の足をとったり羽をもぐ男の子の母の悩み相談　東京動物園協会鎌奥哲男「昆虫採集　網でとるよりカメラでとれ　乱獲の果てに絶滅」1969朝日新聞0717　











		1989平成 ヘイセイ		昆虫採集における「科学」VS「かいそう・減るという感情論」論争　2003「甲虫王者ムシキング」ブーム　リアルな虫の姿がトレーディングカードに　昆虫＝気持ち悪いの声、大きく　2012ジャポニカ学習帳表紙から昆虫の写真が消える→2020年に表紙に昆虫復活 コンチュウサイシュウ カガク ヘ カンジョウ ロン ロンソウ		『昆虫採集学』（馬場金太郎ほか）九州大学出版会1991　昆虫採集の有益性→狩りの楽しみ収集だけの楽しみで昆虫を採集する行為は昆虫採集学には含まれない





		2019令和		2020任天堂スイッチ「あつまれ動物の森」ブーム　ゲーム内で昆虫採集→販売へ　昆虫の生育環境などは不問　昆虫の「気持ち悪さ」やグロテスク性も一部では支持　登録者数の多い動画サイトYoutube昆虫関連動画 ニンテンドウ ドウブツ モリ ナイ コンチュウサイシュウ ハンバイ コンチュウ セイイク カンキョウ フモン













Youtube

				表２　再生回数の多い昆虫関連動画サイト一覧 ヒョウ サイセイカイスウ オオ コンチュウ カンレン ドウガ イチラン

				チャンネル名（概要） ガイヨウ		チャンネル登録者		動画再生数		動画数		最大再生回数動画名

				おーちゃんねる
（魚釣りと昆虫の動画）		117万人		約6億7千万回 ヤク オク センマンカイ		1,511		大量のスズメバチの中にカマキリを放り込んだら凄いことになった 
（約1001万回再生）

				おろちんゆー
(そこら辺にいる生き物を捕まえて調理する）		100万人		約1億８千万回 ヤク オク センマンカイ		127		名巨大ナマズを丸ごと焚火に放り込む料理 （約521万再生）

				ひろりる
（大自然の中で、魚捕獲、水生昆虫採集、カブトムシ採集、ビオトープ制作）		34.7万人		約1億9千万回 ヤク オク センマンカイ		261		タガメが冬眠しやすい様に飼育ケースを冬眠仕様にしてみた。 
（約2301万回再生）

				かぶら
（日本中の生き物を捕獲）		22.6万人		約1億5千万回 ヤク オク センマンカイ		1,101		日本のカエルや小魚をガサガサ  （約1301万回再生）

				むし岡だいき
（昆虫採集・飼育の日々を発信）		10万人		約7千万回 ヤク セン マンカイ		457		人間が作り出した昆虫 （約 　480万回再生）








略図

				表１　日本における虫捕り遊びの変遷　 ヒョウ ヘンセン

				年代 ネンダイ		出来事 デキゴト		虫捕り遊びに関する文献・新聞記事等 ムシト アソ カン ブンケン シンブンキジ トウ

				900				日本で「昆虫」という語が『菅家文草』にて初出　 ニホン ゴ ショシュツ

				18世紀		西欧貴族の間で昆虫採集。博物学の一端をささえる イッタン		増山正賢『虫豸帖』1731？　 マスヤマ マサカタ ムシ ジョウ

				1867
江戸		伊、独より昆虫採集伝来
田中芳男がナポレオン3世フランスからの要請により「虫捕御用」に
第2回パリ万国博覧会初めて日本が正式参加。昆虫採集標本展示 イ ドク		栗本丹洲（幕府高級医官）『千虫譜』1811

				1868
明治		昆虫採集を奨励する動き　模範的遊戯（室外運動・害虫駆除にもなる）
皇室と昆虫採集とのつながり強調（皇孫らが昆虫採集を行った事例がたびたび新聞報道） モハンテキ ユウギ シツガイ ウンドウ ガイチュウクジョ キョウチョウ		三宅恒方『初学昆虫採集法』1901　
池田米太郎『日曜の昆虫採集』1904　
少女向け書『明治少女節用』1907→而して昆虫を採集して標本にすることは極めて愉快なこと　
少年向け雑誌『少年世界』1909→昆虫採集は知育・徳育・体育を涵養　
雑誌『少年』1910～科学奨励のため昆虫採集の懸賞募集を特集

				1912
大正		虫を捕る行為の効果を強調　健康に結び付けられる　
より「採集方法」「標本方法」に注目が集まる　
子どもに「科学的」な採集方法を紹介　
1917日本昆虫学会創設		『昆虫採集案内』1913　
『民衆娯楽百科全書』1922→昆虫採集を健康を保つため行うべし　
1926横山桐郎『蟲』（東京蟲乃會会）創刊→ベストセラーへ　
東京虫の会、片山胖が『農業世界』（1926）で小学校で青酸カリを分けてもらって標本作成するように指導 コンチュウサイシュウ アンナイ コンチュウサイシュウ

				1926
昭和戦前 ショウワ センゼン		昆虫採集が大流行、教育界にも定着　
昆虫標本熱高まる　
昆虫採集は「身体を丈夫に」さらに強調　
昆虫採集はスポーツである　
「昆蟲趣味の會」から「少年昆蟲趣味の會」が派生
生態写真が普及　夏休みの学習として定着 キョウイクカイ テイチャク		ファーブル昆虫記（1878～1910まで出版）　
下泉重吉「理科教育に於ける簡易なる昆蟲飼育法」『小学校：初等教育研究雑誌』45（5）1928　
関原吉雄「夏休みと理科教育」『小学校：初等教育研究雑誌』45（5）1928夏休みの理科学習の一つとして昆虫採集を紹介　
『少年昆蟲界』創刊1934→昆蟲採集はスポーツ　伊豆大島にて少年団「夏の村」が昆虫採集1937　

				1945
昭和戦後 ショウワ センゴ		戦後初めての学習指導要領（試案）昆虫採集を奨励→1958（S33）文言が消える。ただし、1960年代ごろまでは夏休みの自由研究の代名詞
虫を殺す＝殺生・かわいそうという機運の強まる　1970年～昆虫は「採集」ではなく「観察」の対象に　
1970ジャポニカ学習帳表紙　昆虫開始　
1970年代後半　夏休みの宿題から昆虫採集消滅　 ネンダイ		昭和22（1947）H・ヘッセ『少年の日の思い出』教科書に採用
夏休み宿題のために都会の子をバスで昆虫採集教室につれていくサービス（1967朝日新聞0818）　
宮下正美『現代ママの100の質問』1963　虫に残忍なことをする男児の母の悩み相談　
東京動物園協会鎌奥哲男「昆虫採集　網でとるよりカメラでとれ　乱獲の果てに絶滅」（1969朝日新聞0717） ザンニン ダンジ ハハ

				1989
平成 ヘイセイ		昆虫採集における「科学」VS「感情論（かわいそう・減る）」論争　
2003セガ「甲虫王者ムシキング」ブーム→まんがアニメ化　リアルな虫の姿がカードに　
昆虫＝気持ち悪いの声、大きく　2012ジャポニカ学習帳表紙から昆虫の写真が消える→2020年に表紙に昆虫復活 コンチュウサイシュウ カガク カンジョウ ロン ロンソウ カ		『昆虫採集学』（馬場金太郎ほか）九州大学出版会1991　昆虫採集の有益性→狩りの楽しみ収集だけの楽しみで昆虫を採集する行為は昆虫採集学には含まれない

				2019
令和		2020任天堂スイッチ「あつまれ動物の森」ブーム→ゲーム内で昆虫採集しそれを販売（昆虫の生育環境などは不問）
昆虫の「気持ち悪さ」やグロテスク性も一部では支持　登録者数の多い動画サイトYoutube昆虫関連動画 ニンテンドウ ドウブツ モリ ナイ コンチュウサイシュウ ハンバイ コンチュウ セイイク カンキョウ フモン		小学生用『図鑑』→昆虫は未だ人気 ショウガクセイヨウ ズカン コンチュウ イマ ニンキ













Sheet1

		日本虫捕り遊び年表　赤字；魚返「昆蟲採集論」を参考　※井上感想 イノウエ カンソウ

		900								「昆虫」初出菅家文草　日本国語大辞典　

		18世紀				西欧貴族の間で昆虫採集が起こったとされる。植物、貝殻、鳥などの採集とともに博物学をささえる		観察 カンサツ		1731？増山正賢『虫豸帖』（ちゅうちじょう）昆虫の図譜 マスヤマ マサカタ ムシ ジョウ コンチュウ ズフ

										1811栗本丹洲（幕府高級医官）『千虫譜』図に名称や解説が付され昆虫図鑑に近い（田中誠「昆虫標本製作に関する覚え書」BIOSTORY15誠文堂新光社2011.６.１） クリモト タン シュウ バクフ コウキュウ イカン セン ムシ フ ズ メイショウ カイセツ フ コンチュウズカン チカ タナカ マコト コンチュウヒョウホン セイサク カン オボ ガキ マコト ブン ドウ

		1867		江戸		イギリス人、ドイツ人により昆虫採集伝来

						田中芳男（信州飯田）がナポレオン3世フランスから要請をうけ、「虫捕御用」となる。														（田中が出品）

						第2回パリ万国博覧会初めて日本が正式参加。昆虫採集標本展示		採集 サイシュウ		1884朝日1129学事奨励品付与規則に従い文部省より各師範学校へ奨励品を付与　昆虫採集器

		1868		明治元年 ガンネン		昆虫採集を奨励する動き				1900朝日1022熱心なる昆虫採集家　新潟県の漢方医

				1895日清戦争 ニッシンセンソウ						1901朝日0604初学昆虫採集法　15銭（1902、0831広告あり）→国会図書館デジタルあり明治34年三宅恒方編東洋社　採集・保存・標本について少年にむけて記述　昆虫採集は遊戯　虫の命を大切に コッカイ トショカン メイジ ネン トウヨウ シャ サイシュウ ホゾン ヒョウホン ショウネン キジュツ コンチュウサイシュウ ユウギ ムシ イノチ タイセツ

				1904‐05日露戦争 ニチロ センソウ						1902.5（推定）芥川龍之介「実話昆虫採集記」芥川友人5人と昆虫採集に赴く スイテイ アクタガワ リュウノスケ ジツワ コンチュウ サイシュウ キ アクタガワ ユウジン ニン コンチュウ サイシュウ オモム

								採集＝除去 サイシュウ ジョキョ		1903朝日0706青すだれ　本年は虫類の発生が多く田畑を害する　児童を昆虫採集室外運動を兼ねて除去

										1903朝日0606昆虫採集日記　20銭

						※昆虫採集の推奨→これまでの子どもの蟲遊びには一切触れず スイショウ コ ムシアソ イッサイフ				1904.4.23＋5.2＋11.6朝日新聞記事広告「池田米太郎著日曜の昆虫採集　15銭

										1904.8伴水「児童の昆虫採集に就て」『東京孤児院月報』（54）残忍の情が増長 バン ミズ ジドウ コンチュウサイシュウ ツ トウキョウ コジイン ゲッポウ ザンニン ジョウ ゾウチョウ

										1904.4.23and5.2and11.6朝日新聞広告池田半太『日曜の昆蟲採集』15銭博文館 アサヒシンブン コウコク イケダ ハン タ ニチヨウ コン ムシ サイシュウ セン ハクブンカン

										1906.7.4朝日新聞記事「人と蟲」名和昆蟲研究所→拡大記事要確認 アサヒシンブンキジ ヒト ムシ ナワ コン ムシ ケンキュウショ カクダイ キジ ヨウ カクニン

										1907.6.24朝日新聞記事「昆虫採集の好時節」教育が実験を主とするようになったため昆虫採集 アサヒシンブン キジ コンチュウ サイシュウ ヨ ジセツ キョウイク ジッケン シュ コンチュウ サイシュウ

								標本 ヒョウホン		1907.9巌谷小波等編『明治少女節用』博文館　「昆虫」人の役に立つものもあるが多くは害をするもの→而して昆虫を採集して標本にすることは極めて愉快なこと、用具・標本作成 ゲン タニ コナミ トウ ヘン メイジ ショウジョ セツヨウ ハクブンカン コンチュウ ヒト ヤク タ オオ ガイ シカ コンチュウ サイシュウ ヒョウホン キワ ユカイ ヨウグ ヒョウホン サクセイ

										1909.3.12朝日新聞記事「子供倶楽部」模範的遊戯学校→昆虫採集 アサヒ シンブンキジ コドモ クラブ モハンテキ ユウギ ガッコウ コンチュウサイシュウ

										1909.（M42）04深谷若英（西ヶ原農事試験場昆虫部）「愉快なる昆虫採集」『少年世界』15（5）博文館　昆虫採集は知育・徳育・体育を涵養→昆虫採集を推奨　補虫網市販　昆虫の名前のつけ方などの記載はない フカヤ ワカ ヒデ ニシガハラ ノウジ シケンジョウ コンチュウブ ユカイ コンチュウ サイシュウ ショウネン セカイ ハクブンカン コンチュウサイシュウ チイク トクイク タイイク カンヨウ コンチュウサイシュウ スイショウ

										1910.2or3pr5（M43）第六回科学奨励「懸賞募集昆虫採集」『少年』（78）（79）（81）しき昆虫三種を募る ダイ6カイ カガクショウレイ ケンショウボシュウ コンチュウサイシュウ ショウネン コンチュウ サンシュ ツノ

										1910.8.31朝日新聞記事「三皇孫殿下御近状」昆蟲と野菜の採集　三殿下が学友と昆虫を採集して標本を作製 アサヒシンブンキジ サン コウソン デンカ ゴキンジョウ コン ムシ ヤサイ サイシュウ ミ デンカ ガクユウ コンチュウ サイシュウ ヒョウホン サクセイ

		1912		大正元年 ガンネン						1913.7.15朝日新聞広告「昆虫採集案内」興風社35銭 アサヒシンブン コウコク コンチュウサイシュウ アンナイ オコ カゼ シャ セン

						※採集方法に注目が集まる？標本方法 サイシュウホウホウ チュウモク アツ ヒョウホン ホウホウ				1913.829朝日新聞記事「昆虫採集から溺死」 アサヒシンブンキジ コンチュウサイシュウ デキシ

				1914‐18第一次世界大戦 ダイイチジ セカイタイセン						1915.7.8朝日新聞記事「矢野宗幹『昆蟲採集法』銀座書房38銭　採集方法・標本製作法等を記載 アサヒシンブンキジ ヤノ ムネ ミキ コン ムシ サイシュウ ホウ ギンザ ショボウ セン サイシュウホウホウ ヒョウホン セイサクホウ トウ キサイ

										1917.7.4朝日新聞記事「採集胴ラン（旧漢字）を肩にして」昆蟲採集理学博士石川千代松談

						1917日本昆虫学会創設 ニホンコンチュウ ガッカイ ソウセツ		虫を捕る行為（身体の動き）の効果 ムシ ト コウイ シンタイ ウゴ コウカ		1922民衆娯楽百科全書「こんちゆうさいしふ」益虫を殺すが害虫も駆除。健康を保つため行うべし。採集用器具、採集方法、保存法、



						※健康との結びつけ、ただなぜ健康に良いのかは？ ケンコウ ムス ケンコウ ヨ

		1926								1926.9　東京虫の会片山胖（ゆたか？）「昆蟲採集」『農業世界』21（11）博友社　虫の取り方・殺し方（青酸カリを小学校で少し分けてもらえばいい）標本作成法・虫のなづけについてはほとんど語らず トウキョウムシ カイ カタヤマ コン ムシ サイシュウ ノウギョウセカイ ヒロシ トモ シャ ムシ ト カタ コロ カタ セイサン ショウガッコウ スコ ワ ヒョウホンサクセイホウ ムシ カタ

						※東京虫の会の創設はいつ？ トウキョウムシ カイ ソウセツ				横山桐郎『蟲』（東京蟲乃會会）創刊（大正15年1926）



		1926		昭和元年（12月25日～） ガンネン ガツ ニチ						ファーブル昆虫記（1878～1910まで出版）刊行→昭和期に本格化

						昆虫採集に対し異常ともいえる関心の高まり。「虫屋」と呼ばれる人々が量産。				1928下泉重吉（東京高等師範学校助教授）「「理科教育に於ける簡易なる昆蟲飼育法」『小学校：初等教育研究雑誌』45（5） シモイズミ ジュウキチ トウキョウ コウトウ シハン ガッコウ ジョキョウジュ リカ キョウイク オ カンイ コン ムシ シイクホウ ショウガッコウ ショトウ キョウイク ケンキュウ ザッシ

										1928関原吉雄（鹿島高等師範訓導）「夏休みと理科教育」『小学校：初等教育研究雑誌』45（5）夏休みの理科学習の一つとして昆虫採集を紹介。 セキハラ ヨシオ カシマ コウトウシハン クンドウ ナツヤス リカキョウイク ナツヤス リカガクシュウ ヒト コンチュウ サイシュウ ショウカイ

										1933（S8）5.28朝日新聞記事「初夏が来た！虫取りに行きませう」「虫の世界を知る上で面白い」「身体の健康にも極良い」採集方法・標本作り方 アサヒシンブン キジ ショカ キ ムシト イ ムシ セカイ シ ウエ オモシロ シンタイ ケンコウ ゴク ヨ サイシュウホウホウ ヒョウホン ツク カタ

						生態写真が普及				1935.7.25朝日新聞記事「夏の昆虫採集」身体を丈夫にするために野山に行って自然に親しみ、観察力の養成にもなる、採集用具・注意・蟲の処理法 アサヒシンブン キジ ナツ コンチュウサイシュウ シンタイ ジョウブ ノヤマ イ シゼン シタ カンサツリョク ヨウセイ サイシュウヨウグ チュウイ ムシ ショリホウ

										1936.8名和正（名和昆虫研究所工藝部主任）「昆虫採集用として青酸加里の代用薬」『科学画報』25（8）採集後の標本製作に際しての青酸カリと代用薬、補虫法なし ナワ タダシ ナワ コンチュウケンキュウショ コウゲイブ シュニン コンチュウサイシュウヨウ セイサン クワ サト ダイヨウ クスリ カガク ガホウ サイシュウゴ ヒョウホン セイサク サイ セイサン ダイヨウ ヤク ホチュウ ホウ

										横山桐郎「蟲」ベストセラー 大正15年 タイショウ ネン

		1934		昭和9年		加藤正世『少年昆蟲界』大人でも昆虫に理解のある人はほとんどなかった　子供隠れるように捕虫網をもって隠れるように				昭和8（1933）加藤正世『昆蟲界』（昆蟲趣味の會）創刊→昆虫採集が「趣味」の時代に

										昭和9（1934）昆蟲趣味の會から少年昆蟲趣味の會が生まれ『少年昆蟲界』創刊→昆蟲採集はスポーツ

										エログロと昆蟲とのかかわり

										1933標本の作り方　産地、最終月日、採集者名を記載、そうしなければ標本として値打ちがない

										1935朝日1215青酸加里の流行　友を追うて自殺　罪な昆虫採集用の薬品　

										1937朝日0218昆虫の墓　子どもたちが虫に薬液を注射しているのを見るとかわいそうな気がしてならない　残忍性　優しい民族性を損ずる　昆虫採集の指導に当たられる教師および父兄に御一考願いたい※0220に続編

										1937朝日0220　児童は真剣に採集を行っている　学問的背景がある　

										1937朝日0701第14回東京連合少年団主催夏の村　大島　昆虫採集　7月23日～5日間

										1937朝日0712夏の昆虫採集　大町文衛博士の話　昆虫採集したらやたら殺したり捨てたりしないで立派な標本にしたり飼育したりして研究してください

										1937朝日0715昆虫採集と飼育　平山修次郎講演会

										1937朝日0720三原山で交〇会　少年団「夏の村」昆虫採集　伊豆大島

										1937朝日0731児童に読書の習慣、夏休み利用の道　昆虫を採集し調べさせる

										1939朝日0724・0725昆虫の採集・立派な標本に作り上げませう（夏休みの欄）

				1939‐45第2次世界大戦 ダイ ジセカイタイセン						1940朝日0912昆虫採集用具　子どもに教育指導するもの

		1945

				昭和20年 ショウワ ネン

						戦後初めての学習指導要領（試案）「貝がら・石・虫・その他の小動物や植物などを採集すること、集めたものを順序よく分類整理すること、観察し、その記録をとること」学校教育において奨励 サイシュウ

						昭和22（1947）ヘルマン・ヘッセ『少年の日の思い出』教科書に採用現在に至る

										1948　日本国語大辞典　「昆虫採集」「昔の店」（原民喜）→昆虫採集の初出年ではない

						昭和33年（1958）、学習指導要領から昆虫採集を奨励する文言が消える。ただ、昭和30年後半ごろまでは夏休みの自由研究の代名詞であり続け、百貨店には標本を取りそろえた昆虫用品売り場がみられる				1952朝日真夏のコン虫採集　遠出せずに出来る　よく活動状況を観察せよ（夏休みの昆虫採集の勉強：写真　中学校にて）夏休みの自由研究に昆虫採集が非常な数をしめる



						※命あるものの殺生はかわいそう→気持ち悪いという感情からではない				1963宮下正美『現代ママの100の質問』実業之日本社　残忍なことを平気でやる　虫の足をとったり羽をもぐ男の子の母の悩み相談 ミヤシタ マサミ ゲンダイ シツモン ジツギョウ ノ ザンニン ヘイキ ムシ アシ ハネ オトコ コ ハハ ナヤ ソウダン

										1965朝日0828シベリア昆虫採集をしてきた調査隊隊長木暮翠について

										1967朝日0818商魂の甘いサービス　夏休み宿題のラストスパートのために都会の子をバスで昆虫採集教室につれていくサービス

										1967朝日0823都会っ子のこん虫採集　自然の姿に喜びの声　実物を初めて見る子も→つかまえ飼育観察、死んだら標本に

										1969朝日0811天声人語　都会から昆虫がいなくなっている　虫はデパートに　農薬のせい

						※むやみに昆虫をとるな				1969朝日0717　昆虫採集　網でとるよりカメラでとれ　乱獲の果てに絶滅（東京動物園協会　鎌奥哲男）

						昭和46年（1971）、昆虫は「採集」ではなく「観察」の対象に。保護運動（採集したら減るという間違った考え方、昆虫を採ったらかわいそうという考え方）と福田が指摘

										1977朝日0819　採集　昆虫採集は夏休みの宿題からなくなったのはもう大分前　採集は殺生だという決めつける風潮



										1982　朝日新聞8/14（？要確認）オオクワガタ1匹5万円　販売者・昆虫学者コメント　9/20　「珍種飛び入り昆虫マニア展」ヒマラヤの蝶20万円など

										1984昆虫採集と開発（奥本大三郎）無益ではない虫捕り、生息環境悪化こそ問題

										1985朝日0527趣味のムシオサムシ5000匹墨田区会社員

		1991				昆虫採集を学問として位置付けようとする『昆虫採集学』（馬場金太郎ほか）九州大学出版会　昆虫採集の有益性→狩りの楽しみ収集だけの楽しみで昆虫を採集する行為は昆虫採集学には含まれない				1991朝日0407昆虫採集の復権へ　日本昆虫協会設立　本当の意味で自然を知り、愛着を持つには虫を捕って手触りやにおいを知ることが大切　少々採集したぐらいで絶滅しないので自由に採集させることを主張　全国1100人の会員がすでに集まっている　









						昆虫採集を肯定するときに「科学」　否定されるときには「減る」「かわいそう」すなわち、科学を根拠　感情論

						新聞4コマ漫画　漫画サザエさんなど





						※昆虫＝気持ち悪い				2012ジャポニカ学習帳表紙から昆虫の写真が消える　「娘が昆虫写真が嫌でノートを持てないと言っている」1970年から続いていた昆虫表紙当時は人気
　　「授業で使うとき、表紙だと閉じることもできないので困る」など保護者や教師の声から　この10年ほど前から声が寄せられていた→2020年に表紙に昆虫復活



						昆虫の姿そのものをグロテスクに感じるのは、昆虫を「もてあそぶ」（羽をむしる・足をもぐ）ことをしてこなかったのか？





Sheet1 (2)

		日本における虫捕り遊びの変遷　 ヘンセン

		年代 ネンダイ		出来事 デキゴト		虫捕り遊びに関する文献・新聞記事等 ムシト アソ カン ブンケン シンブンキジ トウ

		900				日本で「昆虫」という語が『菅家文草』にて初出　 ニホン ゴ ショシュツ

		18世紀		西欧貴族の間で昆虫採集。博物学の一端をささえる イッタン		増山正賢『虫豸帖』1731？　 マスヤマ マサカタ ムシ ジョウ

		1867江戸		イギリス人、ドイツ人により昆虫採集伝来田中芳男（信州飯田藩）がナポレオン3世フランスから要請をうけ、「虫捕御用」となる。第2回パリ万国博覧会初めて日本が正式参加。昆虫採集標本展示		栗本丹洲（幕府高級医官）『千虫譜』1811





		1868明治		昆虫採集を奨励する動き、模範的遊戯（室外運動・害虫駆除にもなる）皇室と昆虫採集とのつながり（昆虫採集を行った事例が新聞等で報道） モハンテキ ユウギ シツガイ ウンドウ ガイチュウクジョ		三宅恒方『初学昆虫採集法』1901→昆虫採集は遊戯　虫の命を大切に　『昆虫採集日記』1903　池田米太郎『日曜の昆虫採集』1904　少女向け書『明治少女節用』1907→而して昆虫を採集して標本にすることは極めて愉快なこと　少年向け雑誌『少年世界』1909→昆虫採集は知育・徳育・体育を涵養　雑誌『少年』1910～科学奨励のため昆虫採集の懸賞募集を特集 コンチュウサイシュウ ユウギ ムシ イノチ タイセツ











		1912大正		虫を捕る行為の効果を強調　健康に結び付けられる　より「採集方法」「標本方法」に注目が集まる　子どもに「科学的」な採集方法を紹介　1917日本昆虫学会創設		「昆虫採集案内」1913　『民衆娯楽百科全書』1922→健康を保つため行うべし　1926横山桐郎『蟲』（東京蟲乃會会）創刊→ベストセラーへ　東京虫の会、片山胖が『農業世界』（1926）で小学校で青酸カリを分けてもらって標本作成するように指導 コンチュウサイシュウ アンナイ







		1926昭和 ショウワ		昆虫採集が大流行、教育界にも定着　昆虫標本熱の高まり　昆虫採集は「身体を丈夫に」さらに強調　昆虫採集はスポーツである　生態写真が普及　夏休みの学習として定着 キョウイクカイ テイチャク		ファーブル昆虫記（1878～1910まで出版）刊行　下泉重吉「理科教育に於ける簡易なる昆蟲飼育法」『小学校：初等教育研究雑誌』45（5）1928　関原吉雄「夏休みと理科教育」『小学校：初等教育研究雑誌』45（5）1928夏休みの理科学習の一つとして昆虫採集を紹介　「昆蟲趣味の會」から「少年昆蟲趣味の會」が派生『少年昆蟲界』創刊1934→昆蟲採集はスポーツ　伊豆大島にて少年団「夏の村」が昆虫採集1937　











		1945(S20 )戦後 センゴ		戦後初めての学習指導要領（試案）「貝がら・石・虫・その他の小動物や植物などを採集すること、集めたものを順序よく分類整理すること、観察し、その記録をとること」学校教育において奨励　1958学習指導要領から昆虫採集を奨励する文言が消える。ただし、昭和30年後半ごろまでは夏休みの自由研究の代名詞百貨店には標本を取りそろえた昆虫用品売り場がみられる　「虫の命」重視。虫を殺す＝殺生・かわいそうという機運の強まるか→気持ち悪いという感情からではない　1970年～昆虫は「採集」ではなく「観察」の対象に　1970　ジャポニカ学習帳表紙　昆虫開始　※夏休みの宿題から昆虫採集消滅　1970年代後半		昭和22（1947）ヘルマン・ヘッセ『少年の日の思い出』教科書に採用現在に至る　夏休み宿題のラストスパートのために都会の子をバスで昆虫採集教室につれていくサービス（1967朝日新聞0818）　1963宮下正美『現代ママの100の質問』実業之日本社　残忍なことを平気でやる　虫の足をとったり羽をもぐ男の子の母の悩み相談　東京動物園協会鎌奥哲男「昆虫採集　網でとるよりカメラでとれ　乱獲の果てに絶滅」1969朝日新聞0717　











		1989平成 ヘイセイ		昆虫採集における「科学」VS「かいそう・減るという感情論」論争　2003「甲虫王者ムシキング」ブーム　リアルな虫の姿がトレーディングカードに　昆虫＝気持ち悪いの声、大きく　2012ジャポニカ学習帳表紙から昆虫の写真が消える→2020年に表紙に昆虫復活 コンチュウサイシュウ カガク ヘ カンジョウ ロン ロンソウ		『昆虫採集学』（馬場金太郎ほか）九州大学出版会1991　昆虫採集の有益性→狩りの楽しみ収集だけの楽しみで昆虫を採集する行為は昆虫採集学には含まれない





		2019令和		2020任天堂スイッチ「あつまれ動物の森」ブーム　ゲーム内で昆虫採集→販売へ　昆虫の生育環境などは不問　昆虫の「気持ち悪さ」やグロテスク性も一部では支持　登録者数の多い動画サイトYoutube昆虫関連動画 ニンテンドウ ドウブツ モリ ナイ コンチュウサイシュウ ハンバイ コンチュウ セイイク カンキョウ フモン













Youtube

				表２　再生回数の多い昆虫関連動画サイト一覧 ヒョウ サイセイカイスウ オオ コンチュウ カンレン ドウガ イチラン

				チャンネル名（概要） ガイヨウ		チャンネル登録者		動画再生数		動画数		最大再生回数動画名

				おーちゃんねる
（魚釣りと昆虫の動画）		117万人		約6億7千万回 ヤク オク センマンカイ		1,511		大量のスズメバチの中にカマキリを放り込んだら凄いことになった 
（約1001万回再生）

				おろちんゆー
(そこら辺にいる生き物を捕まえて調理する）		100万人		約1億８千万回 ヤク オク センマンカイ		127		名巨大ナマズを丸ごと焚火に放り込む料理 （約521万再生）

				ひろりる
（大自然の中で、魚捕獲、水生昆虫採集、カブトムシ採集、ビオトープ制作）		34.7万人		約1億9千万回 ヤク オク センマンカイ		261		タガメが冬眠しやすい様に飼育ケースを冬眠仕様にしてみた。 
（約2301万回再生）

				かぶら
（日本中の生き物を捕獲）		22.6万人		約1億5千万回 ヤク オク センマンカイ		1,101		日本のカエルや小魚をガサガサ  （約1301万回再生）

				むし岡だいき
（昆虫採集・飼育の日々を発信）		10万人		約7千万回 ヤク セン マンカイ		457		人間が作り出した昆虫 （約 　480万回再生）
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